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昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年
九
月
一
三

日
に
設
立
さ
れ
た
橿
原
考
古
学
研
究
所

は
、
創
立
八
十
周
年
を
迎
え
た
。
こ
れ
を

記
念
し
て
本
年
六
月
一
六
日
に
創
立
八
十

周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
た
。

式
典
は
、
当
研
究
所
が
歴
史
文
化
科
の

講
義
と
発
掘
実
習
を
担
当
す
る
奈
良
県
立

法
隆
寺
国
際
高
等
学
校
の
吹
奏
楽
部
の

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
幕
を
開
け
た
。
式
典

に
は
、
日
本
国
内
の
考
古
学
・
文
化
財
研

究
機
関
・
博
物
館
、
大
学
の
関
係
者
、
県

内
社
寺
・
経
済
界
の
代
表
、
行
政
関
係
者

の
み
な
ら
ず
、
当
研
究
所
と
交
流
の
あ
る

中
国
・
韓
国
・
シ
リ
ア
な
ど
、
海
外
の
考

古
学
・
文
化
財
関
係
機
関
の
研
究
者
も
参

加
さ
れ
、
国
際
色
豊
か
な
様
相
を
呈
し
た
。

式
典
参
加
者
は
約
三
六
〇
名
で
あ
っ
た

（
写
真
１
）。
司
会
進
行
は
奈
良
テ
レ
ビ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
つ
と
め
て
い
た
だ
い
た
。

当
研
究
所
設
置
者
を
代
表
し
て
荒
井
正

吾
奈
良
県
知
事
、
式
典
参
加
者
を
代
表
し

て
岩
田
国
夫
奈
良
県
議
会
議
長
、
森
下
豊

橿
原
市
長
、
崔
鐘
悳
韓
国
国
立
文
化
財
研

究
所
長
か
ら
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
活

動
が
今
後
ま
す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
へ
の

期
待
を
込
め
た
祝
辞
を
そ
れ
ぞ
れ
い
た
だ

い
た
（
写
真
２
）。
こ
の
ほ
か
、
中
国
陝

西
省
考
古
研
究
院
、
中
国
寧
夏
文
物
考
古

研
究
所
よ
り
い
た
だ
い
た
祝
電
を
披
露
し

た
。ま

た
、「
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

創
立
八
十
周
年
を
祝
う
会
」（
代
表
：
久
保

田
昌
孝
橿
原
神
宮
宮
司
）
よ
り
研
究
支
援

事
業
（
黒
塚
古
墳
発
掘
調
査
報
告
書
の
刊

行
支
援
、
可
搬
型
蛍
光
Ｘ
線
分
析
機
器
の

提
供
）
の
目
録
を
贈
呈
い
た
だ
い
た
。

当
研
究
所
か
ら
は
、
八
十
年
間
の
歩
み

の
中
で
、
当
研
究
所
の
運
営
と
調
査
研
究

に
永
年
に
わ
た
っ
て
携
わ
り
支
え
て
い
た

だ
い
た
、
杉
本
憲
司
氏
（
佛
教
大
学
名
誉

教
授
、
当
研
究
所
研
究
顧
問
）、
田
中
英
夫

氏
（
元
当
研
究
所
共
同
研
究
員
）、
宮
川
徏

氏
（
当
研
究
所
共
同
研
究
員
）、
神
田
須
津

子
氏
（
初
代
友
史
会
副
会
長
）、
安
田
博
幸

氏
（
武
庫
川
女
子
大
学
名
誉
教
授
、
当
研

究
所
研
究
顧
問
）、
室
賀
照
子
氏
（
当
研
究

所
研
究
顧
問
）
の
六
名
の
方
々
に
対
し
、

功
労
者
表
彰
と
し
て
感
謝
状
を
贈
呈
し

た
。式

典
の
最
後
に
、
菅
谷
文
則
所
長
が

「
古
代
日
本
の
輝
き
―
奈
良
県
立
橿
原
考

古
学
研
究
所
八
十
年
の
研
究
成
果
―
」
と

題
し
、
八
十
年
間
を
代
表
す
る
遺
跡
の
調

査
・
研
究
な
ど
を
紹
介
し
た
。

橿
原
考
古
学
研
究
所
創
立
八
十
周
年
記
念
式
典

写
真
１

式
典
の
様
子

写
真
２

荒
井
知
事
に
よ
る
ご
挨
拶



柑

一
、
は
じ
め
に

奈
良
県
広
陵
町
に
あ
る
新
山
古
墳
群
黒

石
支
群
の
発
掘
調
査
が
、
一
九
八
〇
年
一

一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
時
に
出
土
し
た
一
〇
号
墓
（
図
１
‐

６
）
で
三
点
、
一
一
号
墳
（
図
１
‐
１９
）

で
一
五
点
、
一
二
号
墳
（
図
１
‐
２０
）
で

三
点
、
一
四
号
墳
（
図
１
‐
２２
）
で
六
点
、

合
計
二
七
点
の
石
材
を
裸
眼
で
観
察
し

た
。
こ
れ
は
す
で
に
調
査
の
な
か
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
た
石
材
で
、
調
査
担
当
者

に
出
土
位
置
の
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
原

位
置
を
示
す
も
の
は
一
石
も
な
い
。
拳
大

の
大
き
さ
で
、
表
面
が
滑
ら
か
な
川
原
石

様
の
石
が
二
〇
点
、
割
れ
た
面
が
あ
る
石

（
割
石
）
が
七
点
で
あ
る
。

観
察
し
た
石
材
を
伴
う
墳
墓
・
古
墳
に

つ
い
て
、
一
九
八
〇
年
度
の
奈
良
県
遺
跡

調
査
概
報
（
一
九
八
二
）
の
記
述
に
よ
れ

ば
、
一
〇
号
墓
は
一
辺
が
約
一
〇
ｍ
の
方

形
台
状
墓
で
、
木
棺
を
直
葬
す
る
墓
壙
が

二
基
あ
る
。
一
一
号
墳
は
径
が
約
一
八
×

二
三
ｍ
の
円
墳
で
、
木
棺
を
直
葬
す
る
二

基
の
主
体
部
が
あ
る
。
一
二
号
墳
は
約
一

一
×
一
三
ｍ
の
方
墳
で
、
小
石
室
と
木
棺

直
葬
の
主
体
部
が
あ
る
。
一
四
号
墳
は
約

八
×
一
六
ｍ
の
方
墳
で
、
二
基
の
主
体
部

が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
一
〇
号
墓
を
頂
上
と

す
る
小
丘
状
地
形
の
斜
面
に
築
造
さ
れ
て

い
る
（
図
１
）。

新
山
古
墳
群
黒
石
支
群
が
位
置
す
る
馬

見
丘
陵
は
、「
馬
見
一
里
は
石
な
し
一
里
」

の
言
葉
の
よ
う
に
、
親
指
大
の
石
す
ら
も

含
ま
な
い
砂
礫
層
や
粘
土
層
が
分
布
す
る

地
で
、
こ
れ
ら
の
地
層
は
大
阪
層
群
下
部

層
に
対
比
さ
れ
て
い
る
。
観
察
し
た
石
材

は
全
て
他
地
域
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
も
の

で
あ
る
。
以
下
に
、
石
材
の
石
種
の
特
徴

と
そ
の
採
石
地
、
石
材
の
使
用
傾
向
に
つ

い
て
述
べ
る
。

二
、
石
種
の
特
徴
と
石
材
の
採
石
地

石
材
の
石
種
は
、
ア
プ
ラ
イ
ト
質
黒
雲

母
花
崗
岩
、
黒
雲
母
花
崗
岩
、
石
英
閃
緑

岩
、
斑
糲
岩
、
黒
雲
母
流
紋
岩
、
柘
榴
石

黒
雲
母
安
山
岩
、
角
閃
石
安
山
岩
、
輝
石

安
山
岩
Ａ
、
輝
石
安
山
岩
Ｂ
、
輝
石
安
山

岩
Ｃ
、
ガ
ラ
ス
質
溶
結
凝
灰
岩
、
火
山
礫

凝
灰
岩
で
あ
る
（
表
１
）。
石
種
の
特
徴
と

採
石
推
定
地
に
つ
い
て
述
べ
る
。
採
石
地

に
つ
い
て
は
同
様
の
岩
相
の
石
が
採
取
で

き
る
近
距
離
の
地
と
す
る
。

ア
プ
ラ
イ
ト
質
黒
雲
母
花
崗
岩
：
色
は

灰
白
色
で
、
石
英
・
長
石
・
黒
雲
母
が
噛

み
合
っ
て
い
る
。
石
英
は
灰
色
透
明
、
粒

径
が
三
～
六
㎜
、
量
が
中
で
あ
る
。
長
石

は
灰
白
色
、
粒
径
が
五
～
一
五
㎜
、
量
が

非
常
に
多
い
。
黒
雲
母
は
黒
色
・
粒
状
で
、

粒
径
が
一
～
二
㎜
、
量
が
ご
く
わ
ず
か
で

あ
る
。
葛
城
市
太
田
付
近
の
山
地
や
太
田

川
の
川
原
石
に
み
ら
れ
る
。

黒
雲
母
花
崗
岩
：
色
は
灰
白
色
で
、
石

英
・
長
石
・
黒
雲
母
が
噛
み
合
っ
て
い
る
。

石
英
は
無
色
透
明
、
粒
径
が
一
～
六
㎜
、

量
が
中
で
あ
る
。
長
石
は

灰
白
色
、
粒
径
が
一
～
三

㎜
、
量
が
多
い
。
黒
雲
母

は
黒
色
・
板
状
で
、
粒
径

が
〇
．五
～
四
㎜
、
量
が

中
で
あ
る
。
太
田
付
近
の

葛
城
山
寄
の
山
地
や
太
田

川
の
川
原
石
に
み
ら
れ

る
。石

英
閃
緑
岩
：
色
は
淡

茶
灰
色
で
、
石
英
・
長
石
・

黒
雲
母
・
角
閃
石
が
噛
み

合
っ
て
い
る
。
石
英
は
無

色
透
明
、
粒
径
が
三
～
四

㎜
、
量
が
わ
ず
か
で
あ
る
。

長
石
は
淡
茶
灰
色
で
、
粒

径
が
五
～
八
㎜
、
量
が
多

い
。
黒
雲
母
は
黒
色
・
球
状
で
、
粒
径
が

一
～
一
〇
㎜
、
量
が
多
い
。
角
閃
石
は
暗

褐
色
・
柱
状
で
、
粒
径
が
二
～
八
㎜
、
量

が
わ
ず
か
で
あ
る
。
葛
城
山
の
山
地
や
太

田
川
の
川
原
石
に
み
ら
れ
る
。

斑
糲
岩
：
色
は
暗
灰
緑
色
で
、
長
石
・

角
閃
石
・
輝
石
が
噛
み
合
っ
て
い
る
。
長

石
は
灰
白
色
透
明
、
粒
径
が
一
～
二
㎜
、

量
が
中
で
あ
る
。
角
閃
石
は
黒
色
、
粒
径

が
二
～
五
㎜
、
量
が
非
常
に
多
い
。
輝
石

は
褐
色
透
明
、
粒
径
が
一
～
一
．五
㎜
、
量

が
わ
ず
か
で
あ
る
。
葛
城
市
の
岩
橋
山
付

近
の
山
地
や
竹
内
付
近
の
熊
谷
川
の
川
原

新
山
古
墳
群
黒
石
支
群
出
土
の

石
材
と
そ
の
採
石
地

奥

田

尚

図１ 新山古墳群黒石支群で石材を観察した墳墓・古墳の位置
（６：10号墓、19：11号墳、20：12号墳、22：14号墳）



石
に
み
ら
れ
る
。

黒
雲
母
流
紋
岩
：
色
は
灰
色
で
、
流
理

方
向
に
斑
晶
鉱
物
が
並
ぶ
。
斑
晶
鉱
物
は

石
英
、
長
石
、
黒
雲
母
で
あ
る
。
石
英
は

無
色
透
明
、
粒
径
が
〇
．二
～
〇
．三
㎜
、

量
が
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
長
石
は
灰
白

色
、
粒
径
が
〇
．三
～
〇
．四
㎜
、
量
が
わ

ず
か
で
あ
る
。
黒
雲
母
は
黒
色
、
板
状
で
、

粒
径
が
〇
．三
～
〇
．四
㎜
、
量
が
中
で
あ

る
。
石
基
は
灰
色
、
ガ
ラ
ス
質
で
あ
る
。

葛
城
市
の
二
上
山
雌
岳
付
近
の
山
地
や
香

芝
市
の
葛
下
川
の
川
原
石
に
み
ら
れ
る
。

柘
榴
石
黒
雲
母
安
山

岩
：
色
は
灰
色
で
、
黒
雲

母
が
流
理
方
向
に
並
ぶ
。

斑
晶
鉱
物
は
長
石
、
黒
雲

母
、
柘
榴
石
で
あ
る
。
長

石
は
灰
白
色
、
粒
径
が

〇
．五
～
六
㎜
、
量
が
多

い
。
黒
雲
母
は
黒
色
・
板

状
で
、
粒
径
が
〇
．五
～

三
㎜
、
量
が
多
い
。
柘
榴

石
は
濃
赤
色
透
明
、
粒
状

で
、
粒
径
が
〇
．七
～
一
．

五
㎜
、
量
が
わ
ず
か
で
あ

る
。
石
基
は
灰
色
、
ガ
ラ

ス
質
で
あ
る
。
二
上
山
の

西
側
斜
面
に
広
く
分
布
す

る
黒
雲
母
安
山
岩
に
似
て

お
り
、
香
芝
市
の
穴
虫
か

ら
逢
坂
に
か
け
て
の
葛
下

川
の
川
原
石
に
み
ら
れ

る
。角

閃
石
安
山
岩
：
色
は

ア
ズ
キ
色
で
、
角
閃
石
の

柱
状
斑
晶
が
目
立
つ
。
粒

形
が
角
で
、
粒
径
が
二
㎝
程
の
細
粒
黒
雲

母
花
崗
岩
の
捕
獲
岩
が
含
ま
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
斑
晶
鉱
物
は
長
石
と
角
閃
石
で
、

流
理
方
向
に
並
ぶ
。
長
石
は
灰
色
透
明
・

柱
状
で
、
粒
径
が
〇
．三
～
〇
．七
㎜
、
量

が
多
い
。
角
閃
石
は
黒
色
・
柱
状
で
、
粒

径
が
〇
．三
～
三
㎜
、
量
が
多
い
。
石
基

は
ガ
ラ
ス
質
で
あ
る
。
二
上
山
雄
岳
に
リ

ン
グ
状
の
岩
脈
で
分
布
す
る
安
山
岩
の
岩

相
の
一
部
に
似
て
お
り
、
穴
虫
か
ら
逢
坂

に
か
け
て
の
付
近
の
葛
下
川
の
川
原
石
に

み
ら
れ
る
。

輝
石
安
山
岩
Ａ
：
色
は
淡
黄
灰
色
で
、

斑
晶
鉱
物
が
長
石
と
輝
石
で
あ
る
。
長
石

は
灰
白
色
・
短
柱
状
で
、
粒
径
が
〇
．五
～

一
．五
㎜
、
量
が
中
で
あ
る
。
輝
石
は
黒
色

透
明
・
柱
状
で
、
粒
径
が
〇
．三
～
一
㎜
、

量
が
わ
ず
か
で
あ
る
。
石
基
は
暗
灰
色
・

ガ
ラ
ス
質
で
あ
る
。
羽
曳
野
市
の
春
日
山

の
山
地
や
葛
下
川
の
川
原
石
に
み
ら
れ
る
。

輝
石
安
山
岩
Ｂ
：
色
は
灰
色
で
、
不
定

形
な
板
状
節
理
が
み
ら
れ
る
。
稀
で
あ
る

が
、
径
が
一
㎜
程
の
捕
獲
晶
の
石
英
が
み

ら
れ
る
。
斑
晶
鉱
物
は
長
石
と
角
閃
石
で

あ
る
。
長
石
は
灰
白
色
、
粒
径
が
〇
．五
～

〇
．七
㎜
、
量
が
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
角

閃
石
は
黒
色
、
短
柱
状
、
粒
径
が
〇
．五
～

一
㎜
、
量
が
ご
く
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
石

基
は
ガ
ラ
ス
質
、
や
や
粒
状
で
あ
る
。
香

芝
市
の
上
中
付
近
の
山
地
や
葛
下
川
の
川

原
石
に
み
ら
れ
る
。

輝
石
安
山
岩
Ｃ
：
色
は
褐
色
で
、
長
石

の
斑
晶
が
目
立
つ
。
斑
晶
鉱
物
は
長
石
、

黒
雲
母
、
輝
石
で
あ
る
。
長
石
は
灰
白
色
、

粒
径
が
〇
．五
～
三
㎜
、
量
が
非
常
に
多

い
。
融
蝕
さ
れ
て
球
状
を
呈
す
る
も
の
が

多
い
。
黒
雲
母
は
青
銅
色
透
明
・
柱
状
で
、

粒
径
が
〇
．五
～
二
㎜
、
量
が
中
で
あ
る
。

石
基
は
暗
灰
色
・
ガ
ラ
ス
質
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
岩
相
の
石
を
見
聞
し
て
い
な
い
。

産
地
不
明
。

ガ
ラ
ス
質
溶
結
凝
灰
岩
：
色
は
黒
色

で
、
溶
結
し
て
い
る
。
構
成
粒
は
、
石
英
・

長
石
・
黒
雲
母
で
あ
る
。
石
英
は
無
色
透

明
・
粒
状
で
、
粒
径
が
〇
．三
～
〇
．六
㎜
、

量
が
わ
ず
か
で
あ
る
。
長
石
は
灰
白
色
・

粒
状
・
短
柱
状
で
、
粒
径
が
〇
．三
～

一
．五
㎜
、
量
が
わ
ず
か
で
あ
る
。
黒
雲
母

は
黒
色
・
板
状
で
、
粒
径
が
〇
．七
～
一
．

五
㎜
、
量
が
わ
ず
か
で
あ
る
。
基
質
は
ガ

ラ
ス
質
で
あ
る
。
宇
陀
郡
一
帯
に
広
く
分

布
す
る
室
生
火
山
岩
の
黒
色
の
溶
結
凝
灰

岩
の
岩
相
の
一
部
に
似
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
礫
は
、
木
津
川
市
か
ら
上
流
の
名
張

川
の
川
原
石
に
稀
に
み
ら
れ
る
。

火
山
礫
凝
灰
岩
：
色
は
灰
色
で
、
構
成

粒
が
流
紋
岩
、
ガ
ラ
ス
質
溶
結
凝
灰
岩
で

あ
る
。
流
紋
岩
は
灰
色
・
ガ
ラ
ス
質
で
、

粒
形
が
角
、
粒
径
が
一
～
二
五
㎜
、
量
が

非
常
に
多
い
。
ガ
ラ
ス
質
溶
結
凝
灰
岩
は

桓

表１ 新山古墳群黒石支群の墳墓出土の石材

採石
推定地

合 計14号墳12号墳11号墳10号墓
石 種

割石川石割石川石割石川石割石川石割石川石
太田211アプライト質黒雲母花崗岩
太田11黒雲母花崗岩
太田2424石英閃緑岩
竹内11斑糲岩
穴虫11黒雲母流紋岩
穴虫24321柘榴石黒雲母安山岩
穴虫211角閃石安山岩
穴虫11輝石安山岩Ａ
上中1111輝石安山岩Ｂ
？11輝石安山岩Ｃ

名張川11ガラス質溶結凝灰岩
高山312火山礫凝灰岩

819153783合 計



棺

一
、
は
じ
め
に

二
〇
一
七
年
七
月
二
八
日
か
ら
二
〇
一

八
年
一
月
二
七
日
ま
で
の
六
ヶ
月
間
、
私

は
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
で
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
研
修
の
主
な
目
的
は
、

日
本
考
古
学
の
最
新
技
術
と
理
論
を
学
ぶ

こ
と
、
特
に
有
機
遺
物
（
皮
革
、
紙
、
織

物
、
木
製
品
な
ど
）
の
保
存
技
術
を
学
び
、

中
国
の
有
機
遺
物
の
保
存
科
学
の
特
徴
と

結
び
付
け
て
、
私
自
身
の
文
化
財
の
分
析
・

保
存
技
術
、
環
境
保
護
技
術
な
ど
の
認
識

を
高
め
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

二
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
で
の
研
修

①
保
存
科
学
棟

日
々
の
研
修
は
楽
し
く
、
毎
週
火
曜
日

か
ら
木
曜
日
に
は
、
保
存
科
学
棟
の
鍵
谷

さ
ん
・
村
田
さ
ん
・
河
原
さ
ん
・
中
尾
さ

ん
・
榎
本
さ
ん
か
ら
日
本
語
を
学
び
、
楽

し
い
雰
囲
気
の
な
か
で
、
日
本
の
風
土
・

人
情
・
生
活
・
伝
統
・
文
化
・
日
中
の
違

い
な
ど
を
知
り
、
日
本
文
化
に
つ
い
て
か

な
り
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日

本
人
の
仕
事
・
学
習
・
生
活
・
社
会
活
動

な
ど
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
、
日

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
研
修
記
（
上
）

西
北
大
学
文
化
遺
産
学
院

孫

麗

娟

黒
色
・
ガ
ラ
ス
質
で
、
粒
形
が
角
、
粒
径

が
二
～
三
㎜
、
量
が
ご
く
ご
く
わ
ず
か
で

あ
る
。
基
質
は
白
色
・
緻
密
で
あ
る
。
香

芝
市
穴
虫
の
高
山
採
石
場
跡
付
近
の
山
地

に
み
ら
れ
る
二
上
層
群
上
部
ド
ン
ズ
ル

ボ
ー
層
の
火
山
礫
凝
灰
岩
の
岩
相
の
一
部

に
似
て
い
る
。

火
山
礫
凝
灰
岩
：
色
は
灰
色
で
、
構
成

粒
が
流
紋
岩
・
軽
石
・
柘
榴
石
で
あ
る
。
流

紋
岩
は
灰
色
や
暗
灰
色
、
ガ
ラ
ス
質
で
、

粒
形
が
角
、
粒
径
が
〇
．五
～
一
五
㎜
、
量

が
非
常
に
多
い
。
軽
石
は
灰
白
色
・
多
孔

質
で
、
粒
形
が
亜
角
、
粒
径
が
〇
．三
～
二

㎜
、
量
が
わ
ず
か
で
あ
る
。
柘
榴
石
は
濃

赤
色
透
明
・
粒
状
で
、
粒
径
が
〇
．五
㎜
、

量
が
ご
く
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
基
質
は

白
色
・
緻
密
で
あ
る
。
香
芝
市
穴
虫
の
高

山
採
石
場
跡
付
近
の
山
地
に
み
ら
れ
る
二

上
層
群
上
部
ド
ン
ズ
ル
ボ
ー
層
の
火
山
礫

凝
灰
岩
の
岩
相
の
一
部
に
似
て
い
る
。

三
、
石
材
の
使
用
傾
向

観
察
し
た
石
材
の
形
状
と
石
種
の
岩
相

を
も
と
に
採
石
地
を
求
め
れ
ば
、
葛
城
市

の
太
田
付
近
・
竹
内
付
近
、
香
芝
市
の
穴

虫
付
近
・
上
中
付
近
・
高
山
石
切
場
跡
付

近
、
名
張
川
と
な
る
。

石
材
の
採
石
地
と
墳
墓
と
の
関
係
を
み

れ
ば
、
一
〇
号
墓
で
は
穴
虫
や
上
中
付
近

の
葛
下
川
の
川
原
石
、
一
一
号
墳
で
は
太

田
付
近
の
太
田
川
・
竹
内
付
近
・
穴
虫
や

上
中
付
近
の
葛
下
川
の
川
原
石
、
高
山
石

切
場
跡
付
近
の
火
山
礫
凝
灰
岩
の
割
石
、

一
二
号
墳
で
は
穴
虫
付
近
の
葛
下
川
や
名

張
川
の
川
原
石
、
一
四
号
墳
で
は
太
田
付

近
の
太
田
川
や
穴
虫
付
近
の
葛
下
川
の
川

原
石
、
高
山
石
切
場
跡
付
近
の
火
山
礫
凝

灰
岩
の
割
石
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
出
土

石
材
の
全
て
を
観
察
し
て
い
な
い
が
、
墳

墓
を
築
造
す
る
た
め
に
複
数
箇
所
か
ら
石

材
が
運
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
石
材
の
採
石

推
定
地
は
名
張
川
の
一
石
を
除
け
ば
、
香

芝
市
か
ら
旧
當
麻
町
に
か
け
て
と
な
る
。

四
、
お
わ
り
に

馬
見
丘
陵
付
近
に
分
布
す
る
墳
墓
の
石

材
を
わ
ず
か
観
察
し
た
だ
け
で
あ
る
が
、

石
材
を
採
石
で
き
る
地
が
被
葬
者
と
何
ら

か
の
関
係
を
持
つ
地
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
墳
墓
は
香
芝
か
ら
當
麻
に
か
け

て
の
周
辺
に
居
住
し
て
い
た
者
と
関
係
す

る
者
の
墓
と
な
る
。

香
芝
か
ら
當
麻
に
か
け
て
の
石
材
が
使

用
さ
れ
て
い
る
古
墳
に
は
、
築
山
古
墳
・

巣
山
古
墳
・
新
山
古
墳
・
ナ
ガ
レ
山
古

墳
・
池
上
古
墳
・
乙
女
山
古
墳
・
久
渡
古

墳
群
な
ど
が
あ
り
、
川
西
町
の
島
の
山
古

墳
で
は
奈
良
盆
地
東
部
の
花
崗
岩
類
が
使

用
さ
れ
、
石
材
の
採
石
地
が
異
な
る
。
奈

良
盆
地
東
部
の
石
材
を
使
用
す
る
古
墳
の

竪
穴
式
石
槨
の
石
材
に
は
、
柏
原
市
国
分

市
場
の
芝
山
に
分
布
す
る
芝
山
火
山
岩

（
橄
欖
石
安
山
岩
・
玄
武
岩
）
の
板
石
が

使
用
さ
れ
、
馬
見
丘
陵
の
古
墳
で
は
こ
の

石
材
が
み
ら
れ
な
い
。
古
墳
の
分
布
か
ら

み
れ
ば
、
馬
見
丘
陵
の
東
端
を
境
に
古
墳

に
使
用
さ
れ
る
石
材
が
異
な
る
と
言
え
よ

う
。

参
考
文
献

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
一
九
八
二

「
新
山
古
墳
群
」『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
一
九

八
〇
年
度
』

河
合
町
教
育
委
員
会
一
九
八
八
『
史
跡
乙
女

山
古
墳
』
河
合
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
集

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
一
九
九
二

「
池
上
古
墳
」『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
一
九
九

一
年
度
』

川
西
町
教
育
委
員
会
一
九
九
八
『
島
の
山
古

墳
』
川
西
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
冊

奥
田
尚
二
〇
〇
一
「
磐
園
陵
墓
参
考
地
の
葺

石
の
石
材
」『
書
陵
部
紀
要
』
第
五
二
号

奥
田
尚
二
〇
一
二
「
三
吉
陵
墓
参
考
地
の
葺

石
石
材
の
石
種
と
そ
の
採
石
地
」『
書
陵
部
紀

要
』
第
六
三
号
〔
陵
墓
篇
〕

上
牧
町
教
育
委
員
会
二
〇
一
七
『
史
跡
久
渡

古
墳
群
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅱ
』
上
牧
町
文
化
財

調
査
報
告
書
第
四
集



本
人
の
ま
じ
め
な
仕
事
の
態
度
、
多
種
多

様
な
学
習
形
式
、
各
技
能
の
育
成
・
伝
統

文
化
の
継
承
の
重
視
、
多
く
の
普
及
啓
蒙

活
動
、
人
々
の
多
様
な
余
暇
の
過
ご
し
方
、

各
種
の
お
祭
り
、
小
・
中
学
生
の
演
劇
や

展
示
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
日
本
人
の
生
活
・

学
習
が
極
め
て
向
上
し
て
い
る
の
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

保
存
科
学
の
研
修
は
、
こ
の
分
野
が
専

門
で
あ
る
所
員
の
奥
山
誠
義
さ
ん
・
河
﨑

衣
美
さ
ん
の
指
導
の
も
と
行
い
ま
し
た
。

主
に
有
機
遺
物
と
金
属
遺
物
の
保
存
処

理
、
自
然
科
学
分
析
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。奥

山
さ
ん
は
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
楽
し
い

方
で
す
が
、
仕
事
へ
の
取
り
組
み
は
厳
格

で
ま
じ
め
で
し
た
。
一
緒
に
獣
毛
が
付
着

し
た
金
属
遺
物
を
観
察
し
た
と
き
は
、
彼

は
資
料
に
対
し
て
非
常
に
深
遠
に
か
つ
細

か
く
観
察
を
進
め
、
そ
の
資
料
の
特
徴
を

把
握
し
、
獣
毛
繊
維
と
そ
の
接
着
に
使
用

し
て
い
る
材
の
赤
外
線
ス
ペ
ク
ト
ル
分
析

を
行
い
、
成
分
を
解
析
し
て
い
ま
し
た
。

機
器
分
析
で
は
、
私
に
と
っ
て
こ
れ
ま

で
よ
り
さ
ら
に
知
見
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
分
析
作
業
と
機
器
使
用
は
密

接
な
関
係
に
あ
っ
て
、
文
化
財
の
特
性
を

熟
知
す
る
こ
と
で
正
確
に
文
化
財
の
成
分

を
分
析
で
き
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
文
化
財
の
分
析
デ
ー
タ
の
蓄
積
は
、

精
密
な
分
析
作
業
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
、

我
々
は
さ
ら
に
努
力
し
て
、
や
や
も
す
れ

ば
粗
く
な
る
分
析
作
業
の
現
状
を
改
善
し

て
、
帰
国
後
は
基
礎
作
業
を
改
め
て
整
理

し
系
統
化
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
自
然
科
学
分
析
の
研
修
で

は
、
奥
山
さ
ん
と
と
も
に
河
﨑
さ
ん
に
も

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
河
﨑
さ
ん

は
や
さ
し
く
美
し
く
聡
明
な
方
で
、
長
期

に
わ
た
り
石
質
文
化
財
の
保
存
・
研
究
に

従
事
さ
れ
、
日
本
と
中
国
の
石
質
文
化
財

の
保
存
、
環
境
に
よ
る
石
質
文
化
財
の
劣

化
の
研
究
に
参
画
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

②
奈
良
県
内
及
び
周
辺
の
遺
跡
・
博
物
館

見
学
、
現
地
説
明
会
な
ど

研
修
期
間
中
に
は
、
奈
良
県
内
の
著
名

な
寺
院
、
正
倉
院
展
、
奈
良
県
内
外
の
発

掘
調
査
現
場
の
見
学
、
現
地
説
明
会
へ
の

参
加
、
さ
ら
に
は
和
紙
作
り
の
見
学
も
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

法
隆
寺
や
東
大
寺
の
見
学
で
は
、
古
代

寺
院
建
築
の
特
徴
が
理
解
で
き
、
こ
れ
ら

の
保
存
修
復
の
理
念
に
感
銘
を
受
け
、
古

代
建
築
保
護
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
奈
良
国
立
博
物
館
開
催
の
正
倉
院

展
で
は
、
多
く
の
中
国
唐
代
の
文
物
に
通

じ
る
展
示
品
を
み
て
、
日
本
に
い
な
が
ら

唐
代
文
物
の
特
徴
を
一
層
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特
に
私
は
紡
織
品
や
漆

器
な
ど
劣
化
状
況
と
現
状
の
保
存
状
況
に

関
心
を
も
ち
ま
し
た
。

橿
原
考
古
学
研
究
所
の
現
地
検
討
会
に

参
加
し
て
、
小
山
田
遺
跡
、
四
条
遺
跡
、

纒
向
遺
跡
、
久
渡
古
墳
群
、
東
大
寺
東
塔

院
、
中
西
遺
跡
、
大
阪
府
東
弓
削
遺
跡
な

ど
の
発
掘
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
日
本

の
発
掘
調
査
の
方
法
や
弥
生
時
代
水
田
、

古
墳
、
古
代
寺
院
な
ど
の
特
徴
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
見
学
を
通

し
て
、
発
掘
調
査
に
従
事
す
る
方
々
に
大

変
感
心
し
ま
し
た
。
特
に
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
が
中
西
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
、
各

種
の
足
跡
を
検
出
し
て
い
た
こ
と
で
す（
写

真
１
）。
入
念
か
つ
正
確
に
調
査
す
る
こ

と
で
、
鹿
、
猪
、
人
間
の
大
人
・
子
供
な

ど
が
活
動
し
た
足
跡
と
そ
れ
ぞ
れ
判
断
さ

れ
、
ず
ば
抜
け
た
専
門
性
の
高
い
技
能
を

目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
弥
生
時
代
水

田
遺
跡
と
野
生
動
物
の
活
動
及
び
人
間
の

生
産
活
動
が
関
連
し
て
検
出
さ
れ
た
重
要

な
成
果
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

発
掘
調
査
現
場
の
現
地
説
明
会
に
も
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
山
田
遺

跡
で
は
八
〇
〇
人
以
上
、
四
条
遺
跡
で
は

約
五
〇
〇
人
の
見
学
者
が
あ
り
、
一
般
の

方
々
の
考
古
学
へ
の
関
心
の
高
さ
に
感
服

し
ま
し
た
。
ま
た
、
研
究
所
所
員
の
現
地

説
明
会
の
運
営
が
す
ば
ら
し
く
、
人
員
配

置
が
合
理
的
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
で
所

員
は
職
責
を
果
た
し
、
ま
た
し
っ
か
り
連

携
が
と
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
説
明
会
も

成
功
裏
に
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

和
紙
作
り
の
見
学
も
し
ま
し
た
。
吉
野

町
の
福
西
和
紙
本
舗
に
て
、
楮
を
原
材
料

と
し
た
伝
統
的
な
和
紙
の
製
作
工
程
を
み

ま
し
た
。
楮
紙
製
作
は
中
国
唐
代
に
最
も

盛
行
し
、
七
世
紀
に
日
本
へ
伝
来
し
た
と

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
私
は
そ
の
製
作
技

術
に
大
変
興
味
を
も
っ
て
お
り
ま
し
た
。

楮
栽
培
か
ら
伐
採
、
楮
蒸
し
、
楮
皮
剥
ぎ
、

黒
皮
削
り
、
天
日
干
し
、
楮
さ
ら
し
、
白

楮
煮
熱
、
水
洗
い
、
紙
素
打
ち
、
繊
維
の

分
解
、
紙
漉
き
、
乾
燥
ま
で
の
工
程
を
よ

く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
以
下
、
１
５
６
号
に
続
く
）

款

写
真
１

中
西
遺
跡
発
掘
調
査
現
場
で
の
研
修



歓

四
、
安
徽
省
で
の
調
査

二
月
二
八
日
か
ら
三
月
四
日
の
五
日

間
、
安
徽
省
黄
山
市
で
資
料
調
査
を
行
っ

た
。
特
に
黄
山
市
は
、
伝
統
的
な
墨
造
り

が
現
在
で
も
続
く
地
域
で
あ
り
、
墨
造
り

の
調
査
を
主
に
行
っ
た
。
黄
山
市
へ
は
、

西
安
か
ら
飛
行
機
で
二
時
間
程
で
あ
る
。

た
だ
、
飛
行
機
の
便
数
は
多
く
な
く
、
し

ば
し
ば
欠
航
す
る
こ
と
も
あ
る
。
実
際
、

帰
り
の
便
が
欠
航
と
な
り
、
予
定
よ
り
二

日
多
く
黄
山
に
滞
在
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

滞
在
二
日
目
、
黄
山
市
で
最
も
著
名
な

墨
工
場
の
胡
開
文
墨
工
場
を
見
学
し
た

（
写
真
４
）。
見
学
に
際
し
、
地
元
ガ
イ
ド

で
あ
る
洪
莉
氏
の
案
内
を
受
け
た
。
胡
開

文
墨
工
場
は
、
胡
天
注
に
よ
っ
て
、
乾
隆

三
〇
年
（
一
七
五
六
年
）
に
創
業
さ
れ
た
。

工
場
は
黄
山
市
屯
溪
に
あ
り
、
古
建
築
が

残
る
老
街
か
ら
北
に
す
ぐ
の
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
回
見
学
し
た
の
は
、
墨
の
原
料
の

煤
を
採
集
す
る
工
程
、
型
入
れ
の
工
程
、

彩
色
の
工
程
で
あ
る
。
特
に
採
煤
の
工
程

で
は
、
伝
統
的
な
方
法
が
残
さ
れ
て
い
た
。

長
い
石
製
土
台
の
上
に
、
小
皿
を
置
き
、

そ
の
上
に
蓋
を
か
ぶ
せ
て
煤
を
採
集
す
る
。

こ
の
方
法
は
、
奈
良
墨
造
り
と
共
通
す
る
。

異
な
る
点
と
し
て
は
、
日
本
で
は
蓋
に
土

師
質
の
専
用
の
蓋
を
用
い
る
の
に
対
し
、

胡
開
文
墨
工
場
で
は
磁
器
碗
を
流
用
し
、

把
手
の
代
わ
り
に
竹
で
碗
を
挟
み
込
み
使

用
す
る
。
ま
た
、
下
部
の
油
を
注
ぐ
皿
に

関
し
て
は
、
日
本
で
は
土
師
質
の
皿
を
重

ね
、
蓋
と
の
距
離
を
調
整
す
る
が
、
胡
開

文
墨
工
場
で
は
磁
器
製
の
小
皿
が
土
台
に

固
定
さ
れ
て
お
り
、
距
離
を
調
整
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
洪
莉
氏
の
話
に
よ
る
と
、

中
国
に
お
い
て
も
墨
の
需
要
は
激
減
し
て

お
り
、
な
か
な
か
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な

墨
工
場
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

三
日
目
に
は
、
滞
在
期
間
が
延
び
た
こ

と
も
あ
り
、
ホ
テ
ル
で
自
転
車
を
借
り
、

他
の
墨
工
場
を
訪
ね
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

黄
山
市
徽
州
区
に
所
在
す
る
曹
素
功
墨
工

場
は
、
ホ
テ
ル
か
ら
自
転
車
で
片
道
二
時

間
程
か
か
っ
た
。
黄
山
周
辺
の
地
形
は
起

伏
に
富
ん
で
お
り
、
急
な
坂
道
の
た
び
に
、

自
転
車
を
降
り
、
押
し
て
歩
か
な
く
て
は

な
ら
な
か
っ
た
。
曹
素
功
墨
工
場
は
、
小

規
模
な
墨
工
場
で
は
あ
る
が
、
歴
史
は
古

く
、
曹
聖
臣
に
よ
っ
て
、
明
代
末
の
墨
工

場
で
あ
る
呉
叔
大
を
引
く
継
ぐ
形
で
一
七

世
紀
中
頃
に
創
業
し
た
。
工
場
で
は
、
見

知
ら
ぬ
日
本
人
の
突
然
の
訪
問
に
も
関
わ

ら
ず
、
代
表
の
方
が
丁
寧
に
対
応
し
て
く

れ
た
。
今
回
見
学
で
き
た
の
は
、
墨
の
原

料
の
煤
を
採
集
す
る
工
程
、
乾
燥
工
程
、

墨
型
保
管
庫
で
あ
る
。
胡
開
文
墨
工
場
と

比
べ
小
規
模
で
あ
る
が
、
基
本
的
な
製
造

方
法
は
同
様
で
あ
る
。
採
煤
工
程
は
、
年

二
回
冬
期
を
中
心
に
行
わ
れ
る
。
こ
の
点

は
日
本
と
同
様
で
あ
る
。
墨
型
は
手
彫
り

の
木
型
で
あ
り
、
膨
大
な
量
が
保
管
さ
れ

て
い
た
。
日
本
に
お
い
て
も
木
型
が
用
い

ら
れ
、
形
状
等
も
同
様
で
あ
る
。
中
国
の

墨
職
人
も
、
日
本
の
製
墨
に
関
し
て
興
味

を
示
し
、
い
ろ
い
ろ
と
質
問
を
し
て
き
た

こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

四
日
目
に
は
、「
安
徽
南
部
の
古
村
落
」

を
見
学
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
古
村
落
群
で
、
西
逓
と
宏

村
の
二
村
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
二
村

の
他
に
も
、
黄
山
市
周
辺
に
は
多
く
の
古

村
落
が
あ
り
、
日
本
で
い
う
「
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
」
の
よ
う
な
形
で
保
存

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
西
逓
は
、
黄
山
市
中
心
地
か

ら
バ
ス
で
一
時
間
程
の
山
道
を
走
っ
た
と

こ
ろ
に
あ
る
。
村
落
は
、
一
一
世
紀
に
胡

氏
を
中
心
と
し
て
成
立
し
、
塩
や
茶
と

い
っ
た
商
業
を
中
心
に
栄
え
た
。
村
落
内

に
は
、
明
清
代
の
古
建
築
が
残
さ
れ
て
い

る
。
現
在
は
、
村
民
の
生
活
空
間
で
あ
る

と
共
に
、
観
光
地
化
さ
れ
て
お
り
、
ほ
と

ん
ど
の
建
物
が
、
観
光
用
の
土
産
店
も
し

く
は
飲
食
店
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

入
村
に
あ
た
っ
て
は
、
一
〇
四
元
（
約
一

六
〇
〇
円
）
の
チ
ケ
ッ
ト
を
買
う
必
要
が

あ
る
。

村
落
の
景
観
は
、
村
の
東
側
を
川
が
流

れ
、
そ
の
水
を
村
落
内
に
引
き
込
み
水
路

が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
日
本

に
お
け
る
環
濠
集
落
の
よ
う
な
村
全
体
を

中
国
に
お
け
る
研
修
（
下
）岡

見

知

紀

写
真
４

胡
開
文
墨
工
場
の
採
煙
工
程



囲
む
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
生
活
用
水
と
し
て
の
利
用
で
あ
る
。

宏
村
は
、
西
逓
か
ら
更
に
バ
ス
で
三
〇

分
程
山
道
を
走
っ
た
、
や
や
開
け
た
盆
地

に
位
置
す
る
（
写
真
５
）。
西
逓
同
様
に

一
一
世
紀
頃
に
形
成
さ
れ
、
商
業
で
発
展

し
た
。
こ
こ
も
観
光
地
化
さ
れ
、
特
に
宿

泊
施
設
な
ど
が
多
い
印
象
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
付
近
の
共
通
料
金
な
の
か
、
入
村
に

一
〇
四
元
の
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で
あ
る
。

村
落
の
景
観
は
、
水
路
が
完
全
な
形
で
残

さ
れ
、
南
面
と
西
面
は
、
村
を
囲
む
よ
う

に
水
路
（
池
）
が
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。
水
路

は
、
村
内
と
村
外
を
完
全
に
区
画
す
る
も

の
で
あ
り
、
日
本
の
環
濠
集
落
と
類
似
す

る
。い

ず
れ
の
村
落
も
、
決
し
て
安
く
な
い

チ
ケ
ッ
ト
代
に
も
関
わ
ら
ず
、
中
国
人
観

光
客
で
溢
れ
て
お
り
、
集
客
の
面
で
は
、

成
功
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、

外
物
こ
そ
伝
統
的
な
建
物
を
利
用
し
て
い

る
が
、
内
実
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う

な
土
産
屋
ば
か
り
で
、
伝
統
的
な
生
活
を

感
じ
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。

五
、
西
安
で
の
生
活

西
安
市
内
は
、
そ
こ
か
し
こ
に
高
層
ビ

ル
や
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
並
び
、
現

在
も
外
へ
外
へ
と
都
市
の
範
囲
が
拡
大
し

て
い
る
（
写
真
６
）。
特
に
、
地
下
鉄
工

事
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
私

が
滞
在
し
て
い
た
時
に
は
、
地
下
鉄
一
号

線
か
ら
三
号
線
ま
で
が
開
通
し
て
お
り
、

大
雁
塔
や
半
坡
遺
跡
へ
の
、
地
下
鉄
で
の

ア
ク
セ
ス
が
可
能
で
あ
っ
た
。
今
後
は
、

空
港
ま
で
地
下
鉄
が
延
び
る
計
画
で
、
市

内
の
移
動
が
更
に
容
易
に
な
る
よ
う
で
あ

る
。
と
は
い
え
、
市
内
の
移
動
の
中
心
は

路
線
バ
ス
で
あ
る
。
路
線
バ
ス
は
本
数
、

路
線
共
に
多
く
、
常
に
混
み
合
っ
て
い
る
。

一
部
の
路
線
を
除
い
て
、「
長
安
通
」
と

呼
ば
れ
る
交
通
カ
ー
ド
を
利
用
で
き
、
こ

の
カ
ー
ド
を
使
う
と
距
離
に
関
係
な
く
、

〇
．五
元
～
一
元
で
利
用
で
き
る
。
一
方

で
、
車
も
か
な
り
の
台
数
が
走
っ
て
い
た
。

通
勤
・
退
勤
時
間
帯
に
な
る
と
、
幹
線
道

路
で
は
慢
性
的
に
渋
滞
が
発
生
し
て
い
た
。

車
は
比
較
的
新
し
い
車
種
が
多
く
、
日
本

車
の
他
、
ラ
ン
ボ
ル
ギ
ー
ニ
や
ポ
ル
シ
ェ
、

マ
セ
ラ
テ
ィ
と
い
っ
た
高
級
欧
州
車
も
多

く
み
か
け
た
。

西
安
で
は
、
西
北
大
学
賓
館
に
滞
在
し

た
。
こ
こ
に
は
、
留
学
生
も
多
く
滞
在
し

て
い
た
。
韓
国
人
留
学
生
が
多
数
を
占

め
、
日
本
か
ら
の
留
学
生
は
少
な
く
、
五

人
程
で
あ
っ
た
。
西
安
に
は
ブ
ラ
ザ
ー
や

日
立
と
い
っ
た
日
系
企
業
が
あ
り
、
日
本

人
の
駐
在
員
も
い
る
が
、
昔
と
比
べ
数
が

減
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

六
、
食
文
化

全
体
的
に
物
価
の
高
い
中
国
で
は
あ
る

が
、
食
品
に
関
し
て
は
日
本
と
比
べ
て
安

い
。
少
し
豪
華
な
外
食
で
も
、
一
食
二
〇

元
（
約
三
〇
〇
円
）
以
内
で
食
べ
る
こ
と

が
で
き
た
。
ス
ー
パ
ー
や
西
北
工
業
大
学

付
近
の
量
り
売
り
の
露
天
で
、
食
材
を
調

達
し
自
炊
も
し
て
い
た
。
自
炊
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
こ
そ
数
元
で
満
腹
に
な
る
よ
う
な
食

事
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

西
安
で
美
味
し
い
と
感
じ
た
の
は
、
や

は
り
麺
や
餃
子
と
い
っ
た
小
麦
製
品
で
あ

る
。
特
に
麺
類
は
、
種
類
も
豊
富
で
ほ
ぼ

毎
日
食
べ
て
い
た
。

西
安
市
内
に
は
日
本
食
を
出
す
居
酒
屋

も
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
最
近
で
は
、「
丸

亀
製
麺
」「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」
と
い
っ
た
、

日
系
の
う
ど
ん
屋
や
ラ
ー
メ
ン
屋
が
増
え

て
い
る
。
た
だ
、
中
国
料
理
店
と
比
べ
割

高
で
日
本
食
＝
高
級
料
理
と
の
認
識
が
あ

る
。
た
だ
、
ほ
と
ん
ど
の
店
は
現
地
の
人

が
調
理
を
し
て
お
り
、
日
本
食
と
は
い
え

独
特
の
味
付
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
、
日

本
人
が
料
理
人
を
つ
と
め
る
店
も
少
な
か

ら
ず
あ
る
。
日
本
食
が
恋
し
く
な
っ
て
頻

繁
に
出
入
り
し
て
い
た
の
は
、
南
門
近
く

に
あ
る
「
禾
室

居
酒
屋
」
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
日
本
人
の
料
理
人
二
人
が
調
理

汗

写
真
５

宏
村
の
外
観

写
真
６

大
雁
塔
か
ら
西
安
市
街
西
側
を
望
む



漢

を
担
当
し
て
お
り
、
美
味
し
い
日
本
食
を

食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
、
や
は
り

日
本
か
ら
輸
入
さ
れ
た
酒
は
高
く
、
赤
霧

島
の
一
升
瓶
が
一
〇
〇
〇
元
（
約
一
六
〇

〇
〇
円
）
も
し
た
。

西
安
以
外
で
も
、
上
海
、
黄
山
、
銀
川

で
食
事
を
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
あ

り
、
食
文
化
に
お
い
て
も
中
国
の
多
様
性

を
感
じ
た
。
上
海
で
は
海
鮮
料
理
や
小
籠

包
な
ど
を
食
べ
た
が
、
ど
れ
も
日
本
人
の

口
に
合
い
そ
う
な
味
付
け
で
あ
っ
た
。
上

海
料
理
は
、
西
安
の
人
か
ら
す
る
と
甘
い

そ
う
で
刺
激
が
足
り
な
い
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
黄
山
で
は
名
物
の
毛
豆
腐
、
臭
桂

魚
、
キ
ノ
コ
料
理
を
食
べ
た
。
味
付
け
は

い
ず
れ
も
塩
辛
く
、
発
酵
食
品
が
多
か
っ

た
。
特
に
臭
桂
魚
は
、
味
は
比
較
的
食
べ

や
す
い
も
の
の
、
臭
い
が
強
烈
で
あ
っ
た
。

銀
川
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る
回
族
が

多
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
豚
肉
料
理

よ
り
も
羊
肉
料
理
が
多
い
。
特
に
、
馬
強

氏
に
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ
い
た
羊
肉
料

理
は
、
今
回
の
中
国
滞
在
の
中
で
、
も
っ

と
も
美
味
し
い
料
理
で
あ
っ
た（
写
真
７
）。

七
、
お
わ
り
に

中
国
で
の
生
活
は
、
ひ
ど
い
喉
風
邪
や

二
度
の
水
あ
た
り
で
、
体
重
は
七
キ
ロ
程

落
ち
た
。
そ
れ
で
も
、
全
体
を
通
し
て
み

る
と
、
楽
し
く
良
い
経
験
が
出
来
た
研
修

で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
、
中
国
で
お
世
話
に

な
っ
た
、
語
学
の
先
生
、
西
北
大
学
文
化

遺
産
学
院
、
陝
西
省
考
古
研
究
院
、
中
国

社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
、
寧
夏
文
物
考

古
研
究
所
、
楡
林
市
、
日
本
人
留
学
生
、

西
安
日
本
人
会
な
ど
本
当
に
多
く
の
方
々

と
出
会
い
、
助
け
ら
れ
た
お
か
げ
だ
と
思

う
。
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
出
会
い
を
大

切
に
し
て
、
日
中
両
国
の
研
究
の
発
展
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
。

写
真
７

銀
川
で
食
べ
た
羊
肉

第
三
八
回
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学

研
究
所
公
開
講
演
会

『
古
代
の
王
宮
を
さ
ぐ
る
』

共
催
：（
公
）由
良
大
和
古
代
文
化
研
究
協
会

日
時
：
平
成
三
〇
年
一
一
月
二
五
日（
日
）

午
後
一
時
開
始

会
場
：
奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
（
橿
原
市
大
久
保
町
三
二
〇
）

内
容
：

当
研
究
所
研
究
顧
問

石
野

博
信

「
ヤ
マ
ト
王
権
は
纒
向
か
ら
始
ま
っ
た
」

当
研
究
所
特
別
指
導
研
究
員

前
園
実
知
雄

「
雄
略
天
皇
・
泊
瀬
朝
倉
宮
を
求
め
て
」

当
研
究
所
所
長

菅
谷

文
則

「
飛
鳥
宮
か
ら
藤
原
宮
・
平
城
宮
そ
し
て

平
安
宮
へ
」

橿
原
考
古
学
研
究
所
創
立
八
〇
周
年

関
連
事
業

秋
季
特
別
展
（
開
催
中
）

『
古
代
の
輝
き
』

開
催
期
間
：
平
成
三
〇
年
一
〇
月
六
日

（
土
）～
一
一
月
二
五
日（
日
）

研
究
講
座
：

第
三
回

一
一
月
一
一
日（
日
）

山
と
寺
の
考
古
学
特
集

山
の
考
古
学
研
究
会
会
長

森
下

惠
介

「
考
古
学
か
ら
み
た
大
峯
奥
駆
道
の
成
立

―
修
験
道
の
確
立
を
め
ぐ
っ
て
―
」

当
研
究
所
所
長

菅
谷

文
則

「
斑
鳩
の
寺
と
明
日
香
の
寺
―
聖
徳
太
子

を
め
ぐ
っ
て
―
」

海
外
交
流

◇
海
外
技
術
研
修
員
受
入
事
業
（
国
際
課

事
業
）

受
入
研
究
員
：
劉
斌
氏

（
中
国
陝
西
省
西
北
大
学
文
化
遺
産
学
院
）

期
間
：
平
成
三
〇
年
九
月
二
五
日

～
平
成
三
一
年
三
月
一
五
日

◇
奈
良
県
・
陝
西
省
戦
略
的
専
門
分
野
交

流
事
業
（
国
際
課
事
業
）

派
遣
職
員
：
北
井
利
幸
所
員

派
遣
先
：
陝
西
省
西
北
大
学
文
化
遺
産
学

院
・
陝
西
省
考
古
研
究
院

期
間
：
平
成
三
〇
年
一
一
月
一
日

～
平
成
三
一
年
三
月
一
五
日

◇
韓
国
国
立
文
化
財
研
究
所
と
の
交
換
研

修
事
業

受
入
研
究
員
：
洪
パ
ル
グ
ン
氏

（
国
立
扶
余
文
化
財
研
究
所
）

期
間
：
平
成
三
一
年
一
月
七
日

～
三
月
一
五
日

派
遣
職
員
：
岩
越
陽
平
所
員

期
間
：
平
成
三
一
年
一
月
九
日

～
三
月
一
九
日

研
究
所
催
し
物・附
属
博
物
館

展
示
案
内

橿
原
考
古
学
研
究
所
創
立
八
〇
周
年

関
連
事
業


